






研究目的 

TSH 高値のみ認められる“いわゆる新生児一過性 TSH 血症”の大部分は,生後 3ヵ月以内に

正常域に復帰するが,軽症の甲状腺機能低下症で代償されていると考えられる症例は,長期

にわたり TSH 高値が持続し,その診断は比較的困難である。一方,新生児期に高 TSH 血症を

呈し,精密検査の結果,クレチン症と診断される症例の半数以上は,甲状腺シンチグラム等

にて異所性であると報告されており,甲状腺シンチグラムをとることは,その病型診断と患

児の経過を観察する上で,重要な診断法の一つとなっている。しかし,甲状腺シンチは幼若

児への放射線被爆の問題もあって,その繁用はさしひかえるべきであるとの意見もあり,そ

の危険のない超音波によるスキャンによって,甲状腺の有無や位置の異常を検索できるか

どうかについて研究した。 


